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雨水浸透阻害行為の許可事務概要等について
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特定都市河川指定に伴い必要となる許認可事務
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【即時に施行】①雨水浸透阻害行為
・法第30条 雨水浸透阻害行為の許可
・法第38条 工事完了の検査、標識の設置
・法第41条 監督処分
・法第42条 立入検査
・法第43条 報告徴収等

【随時実施】
③保全調節地
・指定、届出、標識設置、管理協定など

④貯留機能保全区域
・指定、標識設置、行為の届出など

⑤浸水被害防止区域
・指定、特定開発行為の制限、特定建築
行為の制限、工事完了の検査など

※③～⑤の指定においては
県報への掲載が必要となる

【流域水害対策計画に基づき実施】
②雨水貯留浸透施設整備計画
・法第11条 整備計画の認定
・法第13条 認定の通知
・法第15条 認定事業者に対する助言

及び指導
・法第19条 管理協定の締結等

※②の認定においては、整備規模によって予算補
助が生じることから予算主務課との調整が必要



許認可事務が発生するタイミング（イメージ）
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特定都市河川指定に向けた検討及び指定から流域水害対策計画策定までの流れ（イメージ）

流域水害
対策検討会
（法定外）

特定都市河川
の指定

流域水害
対策協議会
（法定）

流域水害対策計画
の公表

流域水害対策計画
の変更

※流域水害対策計画の公表時に位置
付けることも可



解説・特定都市河川浸水被害対策法施行に関するガイドライン
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２．６ 特定都市河川等の指定に伴い即時に施行される事務等

特定都市河川等の指定と同時に施行される法第３０条に基づく雨水浸透阻害行為
の許可に関する事務に関しては、指定をする旨の公示と同時に都道府県知事等が公
示する基準降雨について、あらかじめ、河川管理者及び下水道管理者に意見聴取を
しておく必要があるとともに、許可申請の受付や内容審査、その後の監督処分、立
入検査、報告聴取等、多岐にわたる事務が生ずるため、流域内の市町村と都道府県
間の間で調整・協議を進めておくことが考えられる。



雨水浸透阻害行為の概要
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特定都市河川に指定されると、流域内の土地利用の改変を伴う1,000m2以上の開発等に対し
て、許認可権者の許可（貯留・浸透対策施設による対策）が必要になります。
雨水浸透阻害行為とは、新たな開発等により、地下に浸透しないでほかの土地に流出する雨
水の量を増加させる恐れのある行為のことです。
雨水貯留浸透施設を設置することで、雨水浸透阻害行為により土地から流出する雨水の量の
増加を抑制することができます。

雨水浸透阻害行為とは



雨水浸透阻害行為の概要
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① 上図の例に示す行為面積が、1,000m2以上の場合、許可（対策工事）が必要になります。

② 田畑や原野を、宅地や舗装、資材置き場、駐車場にする場合に対象になります。
資材置き場（未舗装）を駐車場に変更等、利用方法の変更等の場合でも対象になります。

③ 公的機関の行う雨水浸透阻害行為（道路や砂防工事等）においても対策工事が必要になります。
※公的機関の場合、法第30条の許可に代えて法第35条の協議

雨水浸透阻害行為の例



雨水浸透阻害行為の概要
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貯留施設には、公園や駐車場などの地表面に貯留するタイプと、建物の地下に貯留するタイ
プがあります。
浸透施設には、浸透ますや浸透トレンチ、透水性舗装等の種類があり、浸水被害を防止・軽
減するとともに、地下水の涵養にも効果があります。
貯留施設と透水施設を組み合わせて、対策工事として実施することも可能です。

対策事例【貯留施設】 対策事例【浸透施設】

【調整池】

【地下貯留施設】

【排水性舗装】 【透水トレンチ】

【浸透ます】

雨水浸透阻害行為対策工事の事例



〇雨水浸透阻害行為の許可権者(窓口)案

流域

市町村 須賀川市 鏡石町 天栄村 白河市 矢吹町 西郷村 泉崎村

許可権者
（窓口）

〇【参考】他法令の許可権者(窓口)

流域

市町村 須賀川市 鏡石町 天栄村 白河市 矢吹町 西郷村 泉崎村

都市計画法
須賀川市
※事務処理市

白河市
※事務処理市

森林法

地すべり等
防止法等

県中建設事務所 県南建設事務所

県中農林事務所 県南農林事務所

県中建設事務所 県南建設事務所

釈迦堂川流域

県中建設事務所 県南建設事務所

釈迦堂川流域

雨水浸透阻害行為の許可権者
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【法第30条】特定都市河川流域内の宅地等以外の土地において、雨水浸透阻害行為をしよう
とする者は、あらかじめ都道府県知事等※の許可を受けなければならない。

※都道府県知事等とは、①都道府県、 ②政令指定都市、③中核市、④地方自治法第２５２条
の１７の２に基づき条例により権限が委譲された市町村 の長。

法規定



• 開発時の許可申請の内容を事前に広報する（ポスター、チラシ、HPの公表等）。
• 審査マニュアルや技術指針などを作成し、公表する。
• 申請書類を作成し、自治体内での審査者に審査基準や審査の流れを周知させる。
• 標識設置に係る条例を交付する。

雨水浸透阻害行為に係る必要検討項目
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雨水浸透阻害行為に対する検討項目

雨水浸透阻害行為の基準降雨を設定する。

流域内の関係機関と以下の項目について調整する。

指定と同時に雨水浸透阻害行為の許可事務が発生するため、指定前に以下の事項につい
て準備しておく。

• 法に基づく雨水貯留浸透施設の規模と、既往の開発指導要綱等で定める防災調整池
規模との関係について把握する（容量や許容放流量等）。

• 既往の開発指導要綱等の改定の可否について検討し、必要に応じて改定する。
• 許可事務の体制（窓口）を調整する。

福島県で検討 都市計画法、森林法、地す
べり等防止法、急傾斜の崩
壊による災害の防止に関す
る法律を想定

国や流域市町村を含めて検討

福島県で検討

福島県で検討

〇現在、基準降雨の検討及び申請者向けの手引き等を作成中（年度末とりまとめ予定）。
〇とりまとめ後、改めて流域市町村へ説明を行う予定。



【参考】雨水浸透阻害行為の許可に必要な手続きの流れ（イメージ）
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【参考】広島県江の川、本川リーフレットから抜粋



【参考】雨水浸透阻害行為の申請イメージ（事前相談）
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【参考】関東地方整備局 京浜河川事務所HP



【参考】雨水浸透阻害行為の申請イメージ（事前相談）
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【参考】関東地方整備局 京浜河川事務所HP



【参考】雨水浸透阻害行為の申請イメージ（本申請）
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【参考】関東地方整備局 京浜河川事務所HP



【参考】雨水浸透阻害行為の申請イメージ（本申請）
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【参考】関東地方整備局 京浜河川事務所HP



【参考】雨水浸透阻害行為の申請イメージ（本申請）
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【参考】関東地方整備局 京浜河川事務所HP



【参考】雨水浸透阻害行為の対策事例①（福島河川国道事務所作成資料）
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•雨水浸透阻害行為は、1,000m2以上の開発行為に対して流出抑制の対策が必要となる。
•農地1,000m2を宅地に変更した場合、流出量の増分は0.02105m3/sとなり、流出量の増分を抑制する必要がある。

行為前の土地利用：水田1,000m2

行為後の土地利用：宅地1,000m2

行為前：0.00601m3/s

・敷地面積
40m×25m
・建屋 400m2

・駐車場 600m2

流出量の増分

行為後：0.02706m3/s 

流出量の抑制
0.02105m3/s



【参考】雨水浸透阻害行為の対策事例②（福島河川国道事務所作成資料）
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•流出抑制対策として浸透マス及び浸透トレンチによる対策の検討。
•浸透マス16基、浸透トレンチ170mを設置することで、対策後の流量は0.00575m3/sとなり、行為前
0.00601m3/sより小さくなる。

浸透マス、浸透トレンチによる対策
浸透マス 16基
浸透トレンチ 170m

浸透マス

建屋

浸透トレンチ 0.000
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浸透考慮後

浸透考慮前

40m

25m

対策後：0.00575m3/s

行為後：0.02706m3/s 

行為前：0.00601m3/s

行為前>対策後：OK

流出抑制の効果

浸透マス 浸透トレンチ



【参考】雨水浸透阻害行為の対策事例③（福島河川国道事務所作成資料）
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•流出抑制対策として浸透マス、浸透トレンチ及び貯留施設による対策の検討。
•浸透マス5基、浸透トレンチ150m、貯留施設4m3を設置することで、対策後の流量は0.004948m3/sとなり、
行為前0.00601m3/sより小さくなる。

浸透マス、浸透トレンチ、貯留施設による対策
浸透マス 5基
浸透トレンチ 150m
貯留施設 2m3

浸透マス

建屋

浸透トレンチ貯留施設
2×1×1=2m3

40m

25m

0.000

0.010

0.020

0.030

0.040

0:
00
0:
30
1:
00
1:
30
2:
00
2:
30
3:
00
3:
30
4:
00
4:
30
5:
00
5:
30
6:
00
6:
30
7:
00
7:
30
8:
00
8:
30
9:
00
9:
30

1
0:
00

1
0:
30

1
1:
00

1
1:
30

1
2:
00

1
2:
30

1
3:
00

1
3:
30

1
4:
00

1
4:
30

1
5:
00

1
5:
30

1
6:
00

1
6:
30

1
7:
00

1
7:
30

1
8:
00

1
8:
30

1
9:
00

1
9:
30

2
0:
00

2
0:
30

2
1:
00

2
1:
30

2
2:
00

2
2:
30

2
3:
00

2
3:
30

24
:0
0:
00

流
量
(m
3
/
s)

時 間

水位流量ハイドログラフ
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調節後放流量

許容放流量

行為前：0.00601m3/s

行為後：0.02706m3/s 

対策後：
0.004948m3/s

行為前>対策後：OK

流出抑制の効果



【参考】雨水浸透阻害行為の対策事例④（福島河川国道事務所作成資料）
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•流出抑制対策として貯留施設による対策の検討。
•貯留施設50m3を設置することで、対策後の流量は0.00492m3/sとなり、行為前0.00601m3/sより小さくなる。

貯留施設による対策
貯留施設 50m3
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建屋

貯留施設
4.0×5.0×2.5=50.0m3

40m

25m

行為前：0.00601m3/s

行為後：0.02706m3/s 

対策後：0.00492m3/s

行為前>対策後：OK

流出抑制の効果


